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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光グラスファイバー又は被膜光グラスファイバーを連続的に被膜する方法で、該グラスフ
ァイバーを予備成形体より延伸し、有機被膜を形成するための物質を含んだ一体の有機液
体被膜組成物中に通過させ、次いでファイバーに適用する液体被膜物質の量を調整し、亜
酸化窒素（Ｎ２Ｏを含んだ気体）を該液体被膜物質に沿って流しつつ被膜液体を硬化して
その上に固体保護有機層を形成することを特徴とする、方法。
【請求項２】
ファイバーを液体被膜組成物に供給する部分である、組成物の上部より該液体被膜組成物
に該亜酸化窒素を導入することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、保護有機被膜を光グラスファイバー又は被膜光グラスファイバーに適用する方
法で、該グラスファイバーを予備成形体より延伸し、該有機被膜を形成する物質を含んだ
液体中に通過させ、ファイバーに適用する液体被膜物質の量を一旦調整し、該被複物質を
硬化させかつ被膜物質に沿って気体を流す方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の方法は、欧州特許出願第Ａ－０，２６１，７７２号により既知である。該特許出
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願明細書の請求項には、前記気体としてＣＯ２を用い、よって被膜を形成する際に発生す
る気泡の数を最小にすることが述べられている。ＣＯ２によりグラスファイバーの被膜物
質の表面を整える。欧州特許出願第Ａ－０，２６１，７７２号の序文に、窒素、二酸化炭
素、希ガス類、特にはキセノン、ネオン及びアルゴン、並びにクロロホルム、フレオン（
商品名）、ハロゲン炭化水素類または塩素若しくはフッ素置換した炭化水素類といった化
学的に不活性なガス状炭化水素類といった様々な気体を用いてもよいことが述べられてい
る。しかし、特にＣＯ２が用いられる。
【０００３】
前記のような方法は、欧州特許第Ｂ－０，２００，２５６号からも既知であり、その中で
、キセノンおよびジクロロジフルオロメタンがこの枠組みに使用可能な気体であることが
示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
Ｊｏｃｈｅｍらの「低延伸塔上の光ファイバーの高速気泡フリー被膜法」（ＩＯＯＣ及び
ＥＣＯＣ）（ベニス、１９８５年、第１部、５１５－５１８頁、Istituto Intenazionale
 Delle Comunicazoni）は、このような工程において幾つかの気体を使用して光ファイバ
ーを延伸することを開示している。この本の表２において、空気、Ｈｅ、Ａｒ、Ｘｅ及び
ＣＣｌ２Ｆ２に挙げている。しかし、Ｊｏｃｈｅｍらは、本発明による気体組成を示して
はいない。
【０００５】
欧州特許出願第Ａ－０，６３５，５５４号より、ファイバーを５０乃至１０００℃の温度
で最大６時間加熱することにより、光ファイバーを水素シルセスキオキサンで被膜するこ
とができることは既知である。いかなる圧力においても、また空気、Ｏ２、不活性ガス（
Ｎ２等）、アンモニア、アミン、湿気、Ｎ２Ｏ、水素および炭化水素類といった、酸化性
または非酸化性気体の環境下でも、加熱をすることができる。この開示内容から、本発明
において用いる特定の気体を導き出すことはできない。
【０００６】
【課題を解決する手段】
更なる研究により、特定の気体を用いることによって、有機物質のグラスファイバーへの
接着品質がより高まることが分かっている。したがって、本発明によれば、はじめに述べ
た方法は、亜酸化窒素（Ｎ２Ｏを含んだ気体）を該気体として用いることを特徴とする。
本願において用いる亜酸化窒素という用語は、少なくとも５０％のＮ２Ｏを含む気体を表
すことを理解すべきである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
好ましくは、有機被膜物質をファイバーに適用する装置の上部より気体を導入し、グラス
ファイバーに沿って下流に運ぶ。発明者らは、本発明による方法により、第２または第３
の有機被膜層を既に被膜したファイバーに適用することも可能であることを発見した。液
体有機被膜物質に供給する気体の量は、被膜物質の適用装置の構成及び延伸速度により決
まる。しかしながら、この量は、ファイバーに付着して被膜の中に取り込まれる、空気の
混入を防ぐのに十分なものでなければならない。特定のノズルまたは直径の小さいシャフ
トを用いることにより、この気体量を抑えることができる。
【０００８】
本発明は、更に、Ｎ２Ｏを含んだ気体を前記気体として用いた方法により形成した保護有
機被膜付きの光グラスファイバーに関する。
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